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白川郷荻町集落の自然環境を守る会 令和5年10月号

みんなで守り、みんなでつなぐ、われらの合掌造り！
昨年開催した、茅葺技術を後世につなぐ二つのワークショップ（体験型講座）。今

春に行われた明善寺庫裡の結による屋根葺替えでは、その成果を実感された住人の方
も多くいらっしゃったのではないでしょうか。現
代の日常生活の中で技術を身に着ける機会はそう
多くありません。この機会に是非ご参加ください。

平成27年の世界遺産20周年から継続する茅刈り行事。皆様におかれましては、以
下の開催概要をご確認の上、ぜひご参加ください。なお、今回刈りとる茅は、「ス
スキ」ではなく、守る会が休耕田を復耕した茅場に生息する「荻（オギ）」。翌日
は刈り取った「荻」でオダレ作りにチャレンジします。

◆茅葺技術の継承ワークショップ
10月22日（日）午前、茅葺技術の継承を目的と

する体験型講座（ねそ練り等）を、荻町公民館広
場で実施します。地域や世代、合掌家屋所有の有
無にかかわらず、多数のご参加をお待ちしていま
す。（お申込：守る会事務局尾崎）

◆われらが紡ぐ白川郷かややねプロジェクト～秋の一斉茅刈り～

【開催概要】

1、日 時：令和5年11月4日（土）9:30受付～16:00（雨天中止）

2、場 所：守る会が整備した茅場（展望台下）／集合：旧松井家

3、予 定： 9:30～ 旧松井家集合、受付

10:00～ 茅刈り作業スタート

12:00～ 昼食（弁当各自、一旦帰宅等自由）

13:00～ オダレ作りレクチャー

16:00 終了、解散

4、持ち物：弁当（必要に応じて）、鎌、長靴、カッパ、帽子、軍手、タオル

※鎌のない方はお貸しします。

5、主 催：守る会／合掌家屋保存組合／村教育委員会

6、お申込：守る会事務局 尾崎／教育委員会 松本（5-2180）

◇当日9:30に旧松井家へお越しください。

◇半日や短時間でのご参加も大歓迎です。

◇19:30から旧松井家で参加者による交流会を開催します。各自お酒やおつまみを

持参の上ご参加ください。



9月の活動報告 ※11月の定例会は9日（木）を予定（公民館和室にて）
1日 かややね会議（事務局・有志） 13日 空き家ヒアリング（事務局・福田）

4日 旧寺口家管理運営委員会 14日 伝建審議会（会長・教育委）

（会長・事務局・教育委・財団・福田） 15日 旧寺口家消防査察（福田）

5日 旧寺口家トラスト現地確認（福田） 28日 茅場草刈り（役員有志）

5日 観光DMOヒアリング（会長・事務局・福田） 28日 かややね会議（事務局・有志）

5日 空き家ヒアリング（会長・事務局・福田） 29日 拡大役員会

8日 拡大役員会 29日 現地確認（会長・事務局・教育委）

8日 荻町構想計画会議 29日 荻町構想計画会議

（区長・役員・財団・教育委） （副区長・役員・財団・教育委）

11日 定例会 30日 旧寺口家差し茅（かや屋根技術舎）

12日 ねそ9月号発行（総務部） 随時 旧寺口家草刈り（福田）

13日 岩手県立大学院生ヒアリング（事務局）

10月の協議事項（現状変更申請に関わって） 10月10日開催
＊＊＊＊･･･シャッター取替 ＊＊＊＊･･･土砂敷き均し
＊＊＊＊･･･仮設車庫設置 ＊＊＊＊･･･土間コンクリート打設

＊＊＊＊･･･母屋合掌3階窓の板庇取替およびガラス窓変更

守る会活動スローガン 〜守る・暮らす・つなぐ〜

①守 る：住民憲章を基盤とした、世界遺産である合掌家屋と農山村の景観保全

②暮らす：結の精神が根ざした共同体と、景観に調和した豊かな住民生活の向上

③つなぐ：故郷から学び、他地域の交流から学び、未来の継承者を育成

◆かややね会議･･･ねそでも度々ご紹介
してきた「かややね会議」。村外の白川
村サポーターとも言える多様なメンバー
が、茅刈りイベント当日の運営サポート
や、茅の魅力を掘り下げたり、村のこと
をより知ることができるような、二日目
の企画を考えたりしてきましたが、今年
から「村の自然環境の保全」に目的を更新。茅をテーマに幅広い切り口で、村民と対
話をしながら、共に村の暮らしや文化、景観等を含めた自然環境を守っていけたらと
考えています。
今年は五月から定期的に開催している同会議。ゲストスピーカーには、守る会、教

育委員会だけでなく、トヨタ白川郷自然學校（企画営業部チーフ：三原ゆかり氏）、
合掌造り民家園（園長：加藤春喜氏）、村の自然素材で雑貨の制作販売を行っている
大豆村沙里氏などを迎え、村の自然や、自然と合掌造りとの関わりについて、お話い
ただきました。村民でも知らない内容もあり、参加者は村のことをより深く知る貴重
な機会になったのではないでしょうか。その他、村外の有識者の方のお話を聞いたり、
村民参加者を交えた参加者同士の交流の時間も多く、それぞれに楽しく村のことを考

えられる時間になっているように思います。そのよ
うな経緯で考えられた今年の茅刈りイベント二日目
の企画は、冬の合掌造りには欠かせない「オダレ作
り」。新たな挑戦として、集落内に生息している
「荻（オギ）」を材料に使う予定です。自分で使う
オダレを、自作できたらかっこいいですよね！オダ
レを作りながら、参加者同士でディープな交流がで
きることも楽しみですね。
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